
教育研究評議会議事録（第１８４回） 
 
日 時：令和元年１１月２８日（木） １５時００分～１６時３６分 
場 所：事務局２階 第一会議室 
出席者：岩渕、小川、喜多、藤代、佐々木、比屋根、藪、宮本、西崎、山本（昭）、遠藤、

船﨑、倉島、佐藤、関野、宇佐美、伊藤、松岡、丸山、横山、田代、菊地、長田、

八代、山本（欣）、山下 
欠席者：上村、萩原 
 
配付資料  

   
 議事に先立ち、前回議事録について原案のとおり議事録を確定することとした。 
 
 
議 題 
１．令和２年度全学休講措置について 
学長から、令和２年度全学休講措置について諮る旨が述べられ、次いで、喜多理事から、

資料に基づき、令和２年度の入学関係諸行事及び岩手大学不来方祭に伴う全学休講措

置について説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
 

２．岩手大学外国人留学生規則の一部改正について 
学長から、岩手大学外国人留学生規則の一部改正について諮る旨が述べられ、次いで、

喜多理事から、資料に基づき、デュアルディグリープログラムの実施に伴う所要の改正で

議題１ 令和２年度入学関係諸行事及び岩手大学不来方祭に伴う全学休講措置につ

いて（案） 
議題２ 岩手大学外国人留学生規則の一部改正について 
議題３-１ 理工学研究科アドミッション・ポリシー（変更案） 
議題３-２ 連合農学研究科アドミッション・ポリシー（変更案） 
議題４-１ 岩手大学 大学の将来構想と今後の取組 について 
議題４-２ 2040年の岩手大学入学定員の適正規模について（考え方） 
報告２-１ 平成３０年度に係る業務の実績に関する評価の結果について  
報告２-２ 平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果 
報告２-３ 国立大学法人等の平成３０年度評価結果について  
報告３ 岩手大学における生涯学習指針 
報告４ 岩手大学と岩手県工業技術センターとの連携推進について 
報告５ 経営協議会報告   
報告６ 学長・副学長会議報告  
報告７ 2020年度入学試験実施状況 
報告８ 各学部の卒業研究について 



あることの説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 
  なお、この規則は、令和2年 4月 1日から施行することとした。 
 

３．岩手大学アドミッションポリシーについて  

学長から、岩手大学アドミッションポリシーについて諮る旨が述べられ、次いで、喜多

理事から、資料に基づき、先日行われた認証評価訪問調査で指摘を受けた理工学研究科及

び連合農学研究科のアドミッション・ポリシーの変更であることの説明があり、審議の結

果、原案のとおり了承された。 
 

４．その他 
学長から、文部科学省との徹底対話への対応について諮る旨が述べられ、次いで、佐々

木理事から、資料に基づき、「国立大学改革方針」を踏まえ、文部科学省と国立大学との

徹底した対話の実施に向けた調書について、各担当理事・副学長が原案として「岩手大学 

大学の将来構想と今後の取り組みについて」を作成したこと、また、その原案について説

明があった。さらに、2040年の岩手大学入学定員の適正規模の考え方について補足説明
があった。加えて、佐々木理事から、第４期中期目標・中期計画は本調書に捉われるもの

ではないこと、「１．第４期以降も見据えた大学の将来構想について」は学長が次期学長

候補者の意見を踏まえて作成すること等の説明があり、審議の結果、原案のとおり了承さ

れた。 
なお、各部局で意見がある場合は、12月 6日（金）までに戦略企画室に申し出ること
とした。 

 
 
報 告 
１．最終学長候補者の決定について 
佐々木理事から、11月 26日（火）に行われた学長選考会議において、現学長の任期
満了（令和 2年 3月 31日まで）に伴う次期学長候補者の選考を行った結果、小川理事を
最終学長候補者に決定したことの報告があった。 

 
２．平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果について 
小川理事から、資料に基づき、平成３０年度に係る業務の実績に関する評価結果につ

いて、項目別評価は（1）から（3）が「順調」、（4）の「全国初となる地方公共団体か
らの補助金を活用した釜石キャンパスの整備」が「特筆」と評価されたことの報告があ

った。 
 

３．岩手大学における生涯学習指針について 
藤代理事から、資料に基づき、岩手大学における生涯学習指針について、指針策定の趣

旨、目標、基本的な視点（教育研究支援施設の担当教員と主担当学部が中心となり、全学

的に岩手大学の生涯学習を推進していくこと等）、基本方針等の報告があった。 
 



４．岩手大学と岩手県工業技術センターとの連携協力に関する協定書の締結について 
藤代理事から、資料に基づき、岩手大学と岩手県工業技術センターとの連携協力に関す

る協定について、12月 16日（月）に締結予定であることの報告があった。 
 

５．経営協議会報告について 

  学長から、資料に基づき、経営協議会（第 67回）について報告があった。 
 

６．学長・副学長会議報告について 

  学長から、資料に基づき、学長・副学長会議（第 162～163回）について報告があった。 
 

７．入試結果の報告について 

 喜多理事から、資料に基づき、2020年度入学試験実施状況〔①学部（AO入試Ⅰ・推
薦入試Ⅰ（志願）まで、編入学）、②大学院（推薦入試・第１期まで）〕について報告が

あった。 
なお、学長から、これから実施される個別学力試験において、作題・校正には十分

注意するよう要請があった。 
 
８．卒業研究の単位認定方法について 

喜多理事から、資料に基づき、令和元年度の各学部の卒業研究の単位認定方法につ

いて報告があった。 
 

９．その他 
小川理事から、11 月 11 日（月）12 日（火）に行われた認証評価訪問調査について、
改善事項が 4 点指摘されたこと、これに対し既に求められた資料を提出する等の対応し
ていること、1月末には評価結果原案が通知予定で、3月には正式な評価結果が通知予定
であることの報告があった。 
 
 
※ 学長から、次回の教育研究評議会を、１２月２６日（木）の１５時から開催すること

が述べられた。 


